
震災がれき受入れに関する決議 を可決
本会議最終日の 日に、東日本で発生したがれき（災害廃棄物）

の受入れに関する決議 が議員より提案され、賛成 、反対９で

可決しました。

市では、今後、市民の安全安心に配慮しながら慎重に受入れの

是非を検討されることになります。決議文は下のとおりです。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
・

危
機
管
理
監
の
業
務
が
複
雑

・
多
忙
と
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
関
係
部
局
と
の

業
務
分
担
は
。

市
長

危
機
管
理
監
は
危

機
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う

一
方
、
災
害
発
生
時
の
初
期

段
階
に
お
い
て
は
関
係
部
署

の
指
揮
監
督
や
全
庁
の
統
括
、

調
整
を
行
い
、
危
機
事
案
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
処
す
る

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
初
期

段
階
が
経
過
し
た
後
、
継
続

的
に
取
り
組
む
事
案
に
つ
い

て
は
関
係
部
局
で
行
う
。

東
日
本
大
震
災
で
は
自

治
体
間
の
相
互
応
援
協
定
や

と
の
連
携
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
た
。
市
と
し

推
進
を
包
括
的
に
支
援
す
る

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

役
割
が
重
要
と
な
り
市
内
３

ケ
所
体
制
と
し
機
能
強
化
を

図
る
。
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

医
療
・
保
険
・
福
祉
な
ど
の

関
係
機
関
と
充
分
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
る
。

日
本
生
命
よ
り
京
都
府

に
寄
附
さ
れ
る
南
田
辺
地
区

の
土
地
活
用
に
つ
い
て
。

建
設
部
長

土
地
利
用
に

つ
い
て
は
関
心
を
持
っ
て
い

る
。
市
と
し
て
の
意
向
を
強

く
要
望
し
た
い
。
幅
広
い
視

野
に
た
っ
て
将
来
の
可
能
性

を
検
討
す
る
と
共
に
現
実
的

で
実
現
可
能
な
土
地
利
用
案

を
京
都
府
に
提
案
す
る
た
め

に
庁
内
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
立
ち
上
げ
検
討
す
る
。

前
回
１
３
６
号
（
２
月
１

日
発
行
）
の
７
面
、
奥
西
伊

佐
男
議
員
の
一
般
質
問
に
関

す
る
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も

に
、
次
の
と
お
り
訂
正
い
た

し
ま
す
。

１
段
目
、
消
火
器
具
の
盗

難
被
害
状
況
に
関
す
る
問
に

対
す
る
消
防
長
の
答
に
お
い

て
、
（
略
）
２
１
７
０
点
、

と
あ
る
と
こ
ろ
を
１
７
０
点
、

と
訂
正
し
、
ま
た
、
同
議
員

写
真
部
分
の
説
明
に
お
い
て
、

（
略
）
消
化
器
具
ボ
ッ
ク
ス
、

と
あ
る
と
こ
ろ
を
消
火
器
具

ボ
ッ
ク
ス
、
と
訂
正
い
た
し

ま
す
。

府へ寄附予定地の場所を示した地図

民
主
党
議
員
団

米
澤

修
司

（

議
員
）

（

議
員
）

公

明

党
（
河
田

美
穂

議
員
）

（
河
田

美
穂

議
員
）

地
域
防
災
に
は
、
被
災

地
に
派
遣
し
た
職
員
の
経
験

や
女
性
の
視
点
が
重
要
と
考

え
る
が
市
の
考
え
は
。

危
機
管
理
監

避
難
所
運

営
に
お
け
る
女
性
の
参
画
の

推
進
や
職
員
の
報
告
を
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
の
中
に

反
映
さ
せ
、
そ
の
教
訓
等
を

活
か
し
た
い
。
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直
す
と
と

も
に
、
授
乳
や
着
替
え
な
ど

に
配
慮
し
た
テ
ン
ト
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
確
保
す
る
仕
切

り
板
を
順
次
購
入
す
る
。

遠
方
の
自
治
体
と

大

規
模
災
害
時
相
互
応
援
協

定

を
締
結
す
べ
き
。

危
機
管
理
監

現
在
、
先

方
の
自
治
体
に
打
診
中
、
積

極
的
に
検
討
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

一
休
と
ん
ち
ロ
ー
ド

は
近
鉄
新
田
辺
駅
か
ら

京

田
辺
駅
間
も
す
べ
き
。

経
済
環
境
部
長

近
鉄
新

田
辺
駅
と

京
田
辺
駅
間
に

も
誘
導
看
板
を
設
置
す
る
。

子
ど
も
の
心
身
の
安
全

の
た
め
空
調
設
備
を
、
小
学

校
、
幼
稚
園
に
も
早
急
に
設

置
す
べ
き
。

教
育
部
長

中
学
校
に
引

き
続
き
整
備
す
る
と
い
う
方

針
の
も
と
、
国
に
財
源
確
保

を
積
極
的
に
要
望
し
て
い
る
。

小
学
校
の
洋
式
ト
イ
レ

設
置
や
、
ト
イ
レ
清
掃
業
務

委
託
を
早
急
に
す
べ
き
。

教
育
部
長

洋
式
ト
イ
レ

は
８
校

ケ
所
に
設
置
す
べ

く
、
平
成

年
度
予
算
に
計

上
し
た
。
業
者
に
よ
る
清
掃

は
、
配
管
の
ト
ラ
ッ
プ
等
、

日
常
清
掃
で
き
な
い
箇
所
に

実
施
し
て
い
き
た
い
。

放
射
能
か
ら
ど
の
よ
う

に
給
食
の
安
全
等
、
子
ど
も

の
健
康
を
守
っ
て
い
く
の
か
。

危
機
管
理
監

給
食
食
材

の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
一

方
、

年

月
か
ら
教
育
施

設
を
中
心
に
空
間
放
射
線
量

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
。

年
度
か
ら
は
、
給
食
の
放
射

能
検
査
を
計
画
し
て
い
る
。

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
な
ど
子
ど
も
の
３
ワ
ク

チ
ン
を
継
続
し
て
接
種
で
き

る
よ
う
に
国
に
働
き
か
け
よ
。

保
健
福
祉
部
長

国
に
対

し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
継

続
し
、
法
律
に
基
づ
く
定
期

の
予
防
接
種
と
な
る
よ
う
、

引
き
続
き
要
望
す
る
。

広く意見を聴き審議される防災会議

新

栄

会

（
喜

多

進

議
員
）

地
域
経
済
を
活
性
化
さ

せ
、
新
産
業
の
創
出
や
新
た

な
企
業
立
地
な
ど
に
よ
る
雇

用
の
創
出
に
つ
い
て
問
う
。

市
長

市
で
は
雇
用
創
出

や
税
収
の
確
保
、
さ
ら
に
は

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

た
め
に

を
活
用

し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育

成
を
始
め
、
融
資
の
支
援
、

販
路
開
拓
支
援
事
業
等
を
行

っ
て
い
る
。

市
民
参
加
型
の
防
災
訓

練
に
つ
い
て
問
う
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

木
津
川
浸
水
想
定
区
域
内

に
あ
る
区
、
自
治
会
な
ど
の

自
主
防
災
組
織
な
ど
を
対
象

に
し
た
地
域
住
民
に
よ
る
避

供用が待たれる南田辺三山木駅前線

難
所
へ
の
誘
導
な
ど
、
市
民

参
加
型
の
実
践
的
な
訓
練
を

行
っ
て
い
く
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
る

水
道
施
設
の
耐
震
化
事
業
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

水
道
部
長

石
綿
セ
メ
ン

ト
管
の
布
設
替
え
は
平
成

年
度
中
に
改
良
工
事
が
完
了

す
る
。
そ
の
他
の
水
道
管
は
、

順
次
耐
震
化
工
事
を
進
め
る
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

の
助
成
に
つ
い
て
問
う
。

保
健
福
祉
部
長

歳
以

上
を
対
象
と
し
、
接
種
費
用

の
約
半
分
の
４
千
円
を
１
回

補
助
す
る
。

一
休
と
ん
ち
ロ
ー
ド
整

備
事
業
を
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
甘
南
備
山
ま
で
の
案
内

板
の
整
備
を
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

経
済
環
境
部
長

市
で
は
、

甘
南
備
山
ま
で
の
ル
ー
ト
の

要
所
に
は
案
内
標
識
を
設
置

し
て
い
る
。
今
後
、
地
元
と

協
議
す
る
中
で
必
要
に
応
じ

整
備
す
る
。

南
田
辺
三
山
木
駅
前
線

の
供
用
開
始
の
進
捗
は
。

建
設
部
長

府
道
八
幡
木

津
線
の
交
差
部
の
西
側
地
権

者
と
の
用
地
補
償
契
約
が
で

き
、
一
部
暫
定
的
な
形
状
で

あ
っ
て
も
供
用
で
き
る
か
、

京
都
府
、
公
安
委
員
会
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

甘
南
備
山
の
ナ
ラ
枯
れ

対
策
に
つ
い
て
問
う
。

経
済
環
境
部
長

甘
南
備

山
の
ナ
ラ
枯
れ
対
策
は
平
成

年
度
で
約

本
を
伐
倒
、

燻
蒸
駆
除
処
理
す
る
。

年

度
も
引
き
続
き
、
ナ
ラ
枯
れ

対
策
を
実
施
す
る
。

東日本で発生したがれき（災害廃棄物）の受入れに関する決議
昨年３月 日、マグニチュード という世界最大級の東日本大震災

が発生し、東日本の広範囲にわたる地域が地震と津波により、我が国で
かつてないほどの大きな被害を受けた。
これまでも全国各地の多くの人が、被災地の復旧と復興に向けて取り

組んでおり、本市でも水道部職員を岩手県に、保健福祉部職員を宮城、
福島両県に派遣するなど、様々な形で復旧と復興に向けた支援を進めて
きた。
しかしながら、被災地の復旧と復興に向けて大きな障害になっている

のが、膨大ながれきの処理である。岩手、宮城両県では、約 万ト
ンのがれきが発生し、１年経過した現在でも約６％程度しか処理できて
いない状況である。岩手県では通常の 年分、宮城県では通常の 年分
もの量となっている。このがれきを速やかに処理をすることが復興に向
けた第一歩であり、政府では、県内処理が決まっている福島県を除く岩
手、宮城両県のがれきについて全国の自治体に広域処理を呼びかけてい
るが、受入れが進んでいないことが現状である。
がれきの広域処理なくして、被災地の新たなまちづくりは進まない。

震災の傷跡となったがれきがいつまでも被災地に残っている状況では、
真の復興はあり得ない。
このため、広域処理を進めるに当たっては、国の責任において、科学

的見地に基づく放射性物質の濃度基準についてのわかりやすく丁寧な説
明とともに、処理に関する安全基準や取扱指針等の策定、処理段階ごと
の継続的なモニタリングの実施など、安全確保のための取組みが的確に
行われることにより、国民の不安を払拭することが必要である。更には、
災害廃棄物の受入れによる風評被害の防止策や必要な財政措置など、的
確な対策を十分に講じ、処理施設を有する市町村等が安心して取り組め
る環境を整えることが求められる。
ついては、被災地の一日も早い復興を支援するため、これらのことが、

国の責任において的確に行われるよう、国に対し積極的に働きかけると
ともに、本市においても、受入れを希望する市町村等と十分に連携の上、
安全・安心がしっかりと確保される中で、市民の理解と協力のもと、広
域処理の取組が進められるよう、強く求める。
以上、決議する。

平成 年３月 日 京田辺市議会

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

て
の
具
体
的
な
考
え
は
。

危
機
管
理
監

東
日
本
大

震
災
の
よ
う
に
被
害
が
広
域

に
及
ぶ
場
合
は
遠
方
の
複
数

の
自
治
体
と
の
協
定
が
必
要

と
認
識
し
、
平
成

年
度
中

に
大
規
模
災
害
応
援
協
定
が

締
結
で
き
る
よ
う
協
議
を
進

め
て
い
る
。
ま
た
、

法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン

タ
ー
と
の
間
で
支
援
物
資
供

給
協
定
の
調
印
を
行
う
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
・
地
域
の
連
携
が
必
要

と
な
る
が
、
市
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
部
長

一
般
高

齢
者
の
６
割
、
介
護
認
定
者

の
５
割
の
方
が
自
宅
で
生
活

し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

健
康
の
保
持
、
生
活
安
定
、

保
健
医
療
の
向
上
、
福
祉
の

年（平成 年） 月 日


